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第１章 自然環境観察員制度について 

 

 １ 自然環境観察員の募集 

   観察員の募集は「広報さがみはら」（平成１５年３月１日号）などで行いました。 

様々な世代の方からご応募をいただき、８１名の方を「相模原市自然環境観察員」として登

録しました。 

 

 ２ 自然環境観察員制度の概要 

   本制度では「身近な生きもの調査」及び「かんきょう学習セミナー」を主な事業としました。

制度の概要は次のとおりです。    

 

                                       

 

 

 

                                        相談 

 

 

 

                                        

                                        

                                       指導・助言 

 

                                      組織強化 

 

結果のフィードバック    企画      まとめ        参加・研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・運営部門企画・運営部門企画・運営部門企画・運営部門    

 

 

 

 

相互連携 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（環境対策課） 
○ 相模原市環境基本計画を踏まえた制度の総括 

○ 観察員による各種事業の運営補助（人事管理・通知送付、会場確保、 

講師手配、消耗品支給など） 

リーダー連絡会 
○ 身近な生きもの調査の企画・運営・参加・とりまとめ 

○ かんきょう学習セミナーの企画・運営・参加 

○ リーダー講習会の企画・運営・参加 

○ 専門部会の企画・運営・参加・とりまとめ 

○ 広報活動の企画・運営・参加 

○ 講師活動やアドバイザー活動 

博物館など 

自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動自然環境観察員の活動 

 

 

 

全観察員を対象とした事業 

１ 身近な生きもの調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ かんきょう学習セミナー 

希望者を対象とした事業 

 

① 全体テーマ調査 

すべての観察員を対象とした生きも

の調査（年２回実施） 

① かんきょう学習セミナー 

調査の説明や相互の交流を目的とした

セミナー（年３回実施） 

② 任意参加調査 

従来のメッシュを使わない任意参加

のテーマ調査（随時） 

③ 自主テーマ調査 

目撃情報の報告など自主的に行う調

査（随時） 

④ 植物調査部会調査 

植物調査部会による希少種を中心と

した調査（随時） 

⑤ 湧水調査部会調査 

湧水調査部会による湧水地の水質・

生物調査（随時） 

② リーダー講習会 

リーダー連絡会会員の研修及び新規

会員の育成（随時） 
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 ３ 実施内容 

 （１）身近な生きもの調査 

 調査項目 実施時期 

野鳥の調査 平成 15年 4月 20日～ 6月 3日 
1 全体テーマ調査 

帰化植物の分布調査 平成 15年 8月 30日～11月 7日 

2 自主テーマ調査 平成 15年 4月 20日～平成 16年 1月 31日 

植物調査部会 平成 15年 10月 19日他 
3 専門部会調査 

湧水調査部会 平成 15年 9月 28日・平成 16年 1月 25日 

野鳥の調査 平成 15年 4月 20日～ 6月 3日 
4 任意参加調査 

ホタルの生息状況調査 平成 15年 5月 7日～7月 31日 

 

 （２）かんきょう学習セミナー 

 実施内容 実施日 
参加 

者数 

1 

自然環境観察員制度について 

野鳥の調査について 

リーダー連絡会の設置について 

平成 15年 4月 20日 61人 

2 

帰化植物について 

帰化植物の分布調査について 

現地講習会 

平成 15年 8月 30日 41人 

3 
平成１５年度調査結果について 

平成１６年度事業計画について 
平成 16年 2月 1日 23人 

 

 （３）リーダー講習会 

 実施内容 実施日 
参加 

者数 

1 

講義 

木村知之氏（市文化財保護室） 

「相模原の文化財－地域における文化財 

の意味－」他 

質疑応答 

本制度の運営について 

さがみはら市民活動サポートセンター施設見学 

平成 15年 11月 30日 16人 

2 

本制度の運営について 

現地講習会 

 リーダー連絡会 西田和子氏 

 「木もれびの森の調査と記録例」と 

「木もれびの森 観察」 

質疑応答 

平成 16年 1月 18日 14人 
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第２章 身近な生きもの調査 

 

 １ 全体テーマ調査 

 

 １．１ 調査区域とテーマの選定 

  全体テーマ調査では、市内を５００ｍのメッシュに区分し、観察員さんごとに担当のメッシュ

を決め、このメッシュを単位として生きものの分布調査を行い、調査結果をとりまとめました。 

  図２．１にメッシュの見取り図を示しました。 

  調査テーマについては、観察員さんの意向を尊重しながら、相模原市全域で見られる可能性が

あり、比較的同定がしやすく、また、種によっては生息（生育）環境の違いが見られる生きもの

を考慮した結果、 

 

    ○春の繁殖時期の「野鳥」 

    ○生育範囲を広げる「帰化植物」 

 

  の２テーマを選びました。 

  なお、参考として図２．２に相模原市の自然環境の概要を示しました。 
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 １．２ 野鳥の調査 

 

 （１）調査期間 

    平成１５年４月２０日～６月３日 

 （２）調査方法 

    担当のメッシュの中に中央部付近を通る５００ｍ以上の経路を設定し、調査対象の野鳥（調

査対象種６種：キジバト、ヒヨドリ、コゲラ、シジュウカラ、カワセミ、ヒバリ）が見られ

た時や声で確認できた時に、調査票に記録していただきました。また、任意に家の周りや担

当のメッシュにおいて判別できた鳥をすべて記録していただきました。 

    野鳥の調査を行うにあたり、今回の調査で初めて野鳥観察を行う観察員さんがいることを

前提に、比較的馴染みがあり識別容易な種とすることとしました。さらに環境との関連をみ

るため、都市に適応して街路樹などでも子育てをするキジバト、ヒヨドリ、公園や住宅地な

どでもある程度の緑地があれば子育て可能なシジュウカラ、コゲラ、水辺や草原など特殊な

環境を必要とするカワセミ、ヒバリの６種類を調査対象種に選定し、都市環境や自然環境の

変化による野鳥の生息の変化を見ていくことにしました。 

    詳しくは、資料編の「１．調査の手引き」を参照してください。 

 （３）調査結果 

表２．１ 野鳥確認状況 

 

調査対象野鳥 

確認 

メッシュ数 

調査対象野鳥 

未確認 

メッシュ数 

未調査 

メッシュ数 
合 計 

メッシュ数 ２９８ １１ ５１ ３６０ 

 

表２．２ 野鳥確認状況（種別） 

項 目 
確認 

メッシュ数 

未確認 

メッシュ数 

未調査 

メッシュ数 
合 計 

キジバト ２２０ ８９ 

ヒヨドリ ２５８ ５１ 

コゲラ ７２ ２３７ 

シジュウカラ １６９ １４０ 

カワセミ １５ ２９４ 

ヒバリ ６３ ２４６ 

５１ ３６０ 

    ※１：データを再整理したため、かわらばん（資料編）の結果と異なります。 

    ※２：市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査対象外メッシュ５７を除く３６０メッシュが調査対象メ

ッシュとなります。 ※３：任意調査による数字が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シジュウカラ 0% 20% 40% 60% 80% 100%

キジバト

ヒヨドリ

コゲラ

シジュウカラ

カワセミ

ヒバリ

図２．３　野鳥分布状況

確認メッシュ

未確認メッシュ

未調査メッシュ
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表２．３ 野鳥の確認状況（見られた所）    （単位：回） 

 

     見られた 

       所 

 

 

対象種 

上 

 

空 

 

高

木

の

枝 

 

幹 

林 

 

内 

草

や

藪

の

中 

田 畑 

河 

 

原 

水 

 

辺 

電 

 

線 

 

建

物 

 

屋

根 

橋 

 

桁 

駐

車

場 

・ 

道

路 

そ

の

他 

合 

 

計 

キジバト 38 89 38 19 5 52 0 8 222 37 3 43 41 595 

ヒヨドリ 159 234 122 18 2 24 1 3 158 57 0 14 28 820 

コゲラ 6 42 35 0 0 2 0 1 4 0 0 2 8 100 

シジュウカラ 15 137 91 15 0 4 1 2 55 19 0 6 19 364 

カワセミ 2 0 0 0 0 0 2 16 0 0 0 0 0 20 

ヒバリ 77 7 4 4 1 26 4 0 5 3 0 2 4 137 

    ※：数字はすべての報告数 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キジバト

ヒヨドリ

コゲラ

シジュウカラ

カワセミ

ヒバリ

図２．４見られた所

上空

高木の枝(幹)

林内

草や藪の中

田

畑

河原

水辺

電線

建物(屋根)

橋桁

駐車場・道路

その他
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表２．４ 野鳥の確認状況（行動）     （単位：回） 

 

 

      行動 

 

 

 

対象種 

さ

え

ず

り 

・ 

地

鳴

き 

飛 

 

翔 

飛

び

立

ち 

枝

移

り 

餌

採

り 

餌

運

び 

羽

繕

い 

休 

 

息 

巣

作

り 

そ

の

他 

合 

 

計 

キジバト 219 48 29 13 123 2 25 163 9 16 647 

ヒヨドリ 450 185 72 83 35 3 3 92 5 8 936 

コゲラ 60 8 1 25 22 1 0 4 0 1 122 

シジュウカラ 262 25 9 63 30 14 4 10 3 2 422 

カワセミ 1 9 2 0 5 1 0 4 0 0 22 

ヒバリ 105 30 7 1 11 1 0 5 2 5 167 

    ※：数字はすべての報告数 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キジバト

ヒヨドリ

コゲラ

シジュウカラ

カワセミ

ヒバリ

図２．５　行動

さえずり・地鳴き

飛翔

飛び立ち

枝移り

餌採り

餌運び

羽繕い

休息

巣作り

その他
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表２．５ 野鳥の確認状況（周辺環境）     （単位：回） 

 

 

     周辺環境 

 

 

 

 対象種 

河 

 

川 

田 畑 林 

緑

地

の

多

い

住

宅

街 

建

物

の

密

集

地 

工 

 

場 

学 

 

校 

公 

 

園 

そ

の

他 

合 

 

計 

キジバト 21 4 72 44 265 58 10 24 39 63 600 

ヒヨドリ 22 1 64 124 357 67 21 43 69 54 822 

コゲラ 3 0 5 49 15 4 0 9 10 7 102 

シジュウカラ 19 0 11 114 141 19 4 10 28 29 375 

カワセミ 19 0 0 0 0 0 0 0 1 0 20 

ヒバリ 14 14 56 7 25 4 1 2 6 13 142 

    ※：数字はすべての報告数 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キジバト

ヒヨドリ

コゲラ

シジュウカラ

カワセミ

ヒバリ

図２．６　周辺環境

河川

田

畑

林

緑地の多い住宅街

建物の密集地

工場

学校

公園

その他
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 １．３ 帰化植物の分布調査 

 

 （１）調査期間 

    平成１５年８月３０日～１１月７日 

 （２）調査方法 

    担当のメッシュ内の河川敷、土手、空き地、畑の周辺、線路や道路沿いなど、帰化植物が

生えていそうな場所を探して、見つけた帰化植物（調査対象種６種：メマツヨイグサ、コマ

ツヨイグサ、アレチウリ、ヨウシュヤマゴボウ、ワルナスビ）の種類や、生育していた環境

を調査票に記録していただきました。 

    調査対象種の選定は、草丈が高く特徴があるか、調査時期に花が目につきやすい種とする

こととし、さらに環境との関連では、近年市内で生育域を広げていると考えられるコマツヨ

イグサ、ワルナスビ、アレチウリと、反対に縮小傾向と考えられるメマツヨイグサ、ヨウシ

ュヤマゴボウの５種類を調査対象種に選定し、経年変化を見ていくことにしました。 

    詳しくは、資料編の「１．調査の手引き」を参照してください。 

 （３）調査結果 

表２．７ 帰化植物確認状況 

 

調査対象 

帰化植物確認 

メッシュ数 

調査対象 

帰化植物未確認 

メッシュ数 

未調査 

メッシュ数 
合 計 

メッシュ数 ２７２ ２７ ６１ ３６０ 

   ※１：データを再整理したため、かわらばん（資料編）の結果と若干異なります。 

   ※２：市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査対象外メッシュ５７を除く３６０メッシュが調査対象メッシュとなります。 

 

表２．８ 帰化植物確認状況（種別） 

項 目 
確認 

メッシュ数 

未確認 

メッシュ数 

未調査 

メッシュ数 
合 計 

メマツヨイグサ １５４ １４５ 

コマツヨイグサ ６５ ２３４ 

アレチウリ ９０ ２０９ 

ヨウシュヤマゴボウ ２０４ ９５ 

ワルナスビ １２９ １７０ 

６１ ３６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     ↑メマツヨイグサ 0% 20% 40% 60% 80% 100%

メマツヨイグサ

コマツヨイグサ

アレチウリ

ヨウシュヤマゴボウ

ワルナスビ

図２．８　帰化植物分布状況

確認メッシュ

未確認メッシュ

未調査メッシュ
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表２．９ 帰化植物の確認状況（周辺環境） 

                                    （単位：報告数） 

 

 

     周辺環境 

 

 

対象種 

道

路 

 

舗

装 

道

路 

 

未

舗

装 

公

園 

学

校 
林 

林

縁 

河

川

敷 

空

き

地 

駐

車

場 

田 畑 庭 
工

場 

そ

の

他 

合 

計 

メマツヨイグサ 38 24 4 2 3 5 27 67 16 2 26 7 11 4 236 

コマツヨイグサ 10 8 1 2 1 0 15 21 6 0 8 0 6 1 79 

アレチウリ 6 11 1 2 2 10 41 23 6 3 15 3 1 3 127 

ヨウシュヤマゴボウ 58 36 24 10 18 38 19 45 22 0 27 30 31 7 365 

ワルナスビ 53 18 15 12 1 6 4 29 23 1 14 10 21 7 214 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

メマツヨイグサ 

コマツヨイグサ 

アレチウリ 

ヨウシュヤマゴボウ 

ワルナスビ 

図 2.9 

帰化植物の確認状況（周辺環境） 
道路（舗装） 

道路（未舗装） 

公園 

学校 

林 

林縁 

河川敷 

空き地 

駐車場 

田 

畑 

庭 

工場 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

図２．９ 
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 （４）まとめ 

    今回の調査対象である帰化植物５種のうち、最も多かった植物は「ヨウシュヤマゴボウ」

で、調査対象メッシュの約５７％にあたる２０４メッシュで確認され、見られた周辺環境で

は、「舗装された道路」での割合が一番高かった他、「田」を除くところでまんべんなく確認

されました。つづいて「メマツヨイグサ」が調査対象メッシュの約４３％にあたる１５４メ

ッシュで確認され、見られた周辺環境では「空き地」が全体の約２８％、「舗装された道路」

が全体の約１６％を占め、調査の目的から縮小傾向と思われた２種が上位を占め意外な結果

となりました。つづいて「ワルナスビ」が調査対象メッシュの約３６％にあたる１２９メッ

シュで確認され、見られた周辺環境では「舗装された道路」が全体の約２５％を占めました。

また、「アレチウリ」は、市内を流れる６河川すべてで確認され、河川敷や、河川敷近くの空

き地、畑といった自然が豊な環境のところで大部分が確認され、観察員さんからとてもひど

い場所があったことが報告されています。 

    最後に、いずれの種も確認されなかったメッシュは２７メッシュで、調査対象メッシュの

約８％でしたが、数年後、再度調査した時に経年変化がどのように現れてくるか、今後の推

移に注目していくことにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ コマツヨイグサ 
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 ２ 自主テーマ調査 

 

 ２．１ 自主テーマ調査の目的・実施方法 

  自然環境には地域差があるので、局地的に生息・生育する種などは市内全域を対象とした調査

に適さないものも多く、また、観察員さんの興味・関心や経験などにも個人差が見られます。さ

らに、季節ごとに行う「全体テーマ調査」だけでは、市内の自然環境を評価するには不十分であ

るため、自主テーマによる調査を導入することにより、より多くのデータを集積する目的として

います。 

  テーマの選択、実施方法、調査時期は、観察員さん自身に設定していただき、年間を通じて調

査を実施していただきました。 

 

 ２．２ 自主テーマ調査の紹介 

  観察員さんから１０件の自主テーマ調査の調査結果を提出していただきました。（表２．１０） 

  内容を紹介することができませんでしたが、環境対策課事務室で閲覧することが可能ですので、

興味のある方はお申し出ください。 

 

表２．１０ 自主テーマ一覧 

No 分類 
調査者 

(敬称略) 
調査日 主な調査地 自主テーマタイトル 

1 川村悦子 H15.5.21 緩衝林と北広場 

〈鵜野森プール、グランドと住宅地

の緩衝林の下草調べ〉 

生えている下草の種類の調査 

2 山田こずゑ H15.10.19 大島河原 
〈相模川河川敷 秋の草花〉 

 大島河原で見られる植物の記録 

3 山崎福江 H15.5初～末 
下溝（相模原公園の

南側） 

〈春の七草 ホトケノザ探し〉 

 昨年見つけた場所を再度調査 

4 澤登久子 H15.4.20 宮下一丁目の境川 

〈境川の土手に除草剤〉 

 野草のたくさん見られる土手に除

草剤 

5 西田和子 H15.3～12 若松 
〈我が家の庭の花ごよみ調査〉 

 庭に咲く花の暦づくり 

6 西田和子 H14.9～H15.9 湧水調査地点 1～8 
〈湧水地追跡調査〉 

 四季の植生調査 

7 

植物 

櫻木博史 H15.1～12 相模原中央緑地 
〈相模中央緑地内に自生する 

 植物の開花日の調査 Vol.2） 

8 昆虫 早戸正広 H15.5~11 上鶴間周辺 

〈上鶴間周辺におけるチョウの分布

について〉 

 チョウの確認記録 

9 水生昆虫 小林義博 H15.8.3 
相模川 三段の滝

広場周辺 

〈自然観察 水辺の生き物〉 

 水辺の生き物から水質を学ぶ 

10 生物全般 黒田徹夫 H15.1～12 望地河原 

〈望地河原の仲間たち〉 

 鳥、草花、昆虫などの月ごとの記

録 
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お寄せいただいた自主テーマ調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ← 黒田徹夫氏 

                      （表紙の“ニホンイタチ”は黒田氏 

                        の自主テーマから選びました。） 

 

山田こずゑ氏 

西田和子氏 
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 ３ 任意参加調査 

 

 ３．１ 任意参加調査の目的・実施方法 

  動植物の生息・生育状況には地域差があります。身近な生きもの調査（全体テーマ調査）はそ

ういう動植物の生息・生育状況の差異で市内全域の自然環境の状況を明らかにするものですが、

局地的に生息・生育する動植物は市内全域を対象とした調査に適していません。そこで、今年度

から生息・生育範囲が狭く、市内のどの場所に生息・生育しているかを明らかにしたい動植物を

対象に目撃情報等の収集を行うことにより、市内での生息・生育状況のデータを集積する目的と

しています。 

  今年度は「ホタルの生息状況」について任意に調査を実施していただきました。 

 

 ３．２ ホタルの生息状況調査 

 

 （１）調査期間 

    平成１５年５月７日～７月３１日 

 （２）調査方法 

    今回の「ホタルの生息状況調査」は、市内でも生息範囲が狭いため、多少の困難が予想さ

れましたが、観察員さんから４０件の任意参加調査の調査結果を提出していただきました。 

    詳しくは、資料編の「１．調査の手引き」を参照してください。 

 （３）調査結果 

    次ページの図２．１１のとおり、市内の鳩川、相模川、道保川、八瀬川で、ゲンジボタル

の生息確認報告がありました。 

一番早い確認報告は、鳩川（縄文の谷戸）で５月２３日に、相模川（田名望地）で６月７

日に、道保川（道保川公園）で６月２日に、八瀬川（八景下）で６月１０日でした。また、

一番多く個体数の報告があったのは、相模川（田名望地）でした。 

    なお、ヘイケボタルの確認報告はありませんでした。 
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 ４ 専門部会調査 

 

 ４．１ 専門部会の設置 

 

  自然環境調査には、専門的な知識が必要なものや、グループで行ったほうが効率的なものがあ

ります。また、共通テーマによる調査だけではいわゆる稀少種などの特定の地域のみに生息・生

育するもののデータが得にくいため、興味・関心が共通していたり、同じような問題意識を持っ

ている方々がまとまって様々な活動をする中で、より専門的な活動が図れるよう専門部会を設置

することといたしました。 

  平成１５年度は新たな専門部会の設置はありませんでした。 

 

  専門部会の設置状況 

部会名 設置年度 登録数 

植物調査部会 平成１４年度 ２７名 

湧水調査部会 平成１４年度 ４０名 

 

 

 ４．２ 植物調査部会 

 

 （１）設置目的 

    植物には限られた地域に生育しているものや同定が難しいものなどがあるため、従来の全

体調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、「相模原市自然環境基礎調査」で得

られた稀少種のデータを活かし現況を確認することは、今後の保全策を検討する上で非常に

重要です。 

    そのため、植物に関心を持つ観察員さんが協力し合い、相模原市の貴重な植物の調査を行

うため、植物調査部会を設置しました。 

 

 （２）活動報告 

  ア 第１回植物調査部会 

  （ア）形 式  会議 

  （イ）日 時  平成１５年７月２０日（日）午前１１時３０分～午後１２時１５分 

  （ウ）場 所  相模原市会議室棟第６会議室等 

  （エ）参加者  観察員１０名 

          アドバイザー１名 染矢 貴 氏 

（アジア航測㈱） 

          事務局２名 内田、小泉 

  （オ）内 容  ・平成１５年度の活動計画について 

          ・カワラノギクの分布調査について 

          ・意見交換 

 

 

 

 

 

 

           植栽された“カワラノギク”→ 

           （川崎香代さん提供） 
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  イ 第２回植物調査部会（カワラノギクの調査） 

  （ア）形 式  現地調査 

  （イ）日 時  平成１５年１０月１９日（日）午前９時～午後１２時 

  （ウ）場 所  相模川河川敷（大島河原、神沢河原、当麻河原） 

  （エ）参加者  観察員６名 

          アドバイザー１名 染矢 貴 氏（アジア航測㈱） 

          事務局２名 内田、小泉 

  （オ）内 容  大島河原や、かって生育していた神沢河原、当麻河原周辺を、カワラノギク

の花期に合わせて河原特有の植物（調査対象種４種：カワラノギク、カワラ

ハハコ、カワラヨモギ、カワラニガナ）の生育状況を調査する。 

  （カ）結 果  

調査地区 大島 神沢 当麻 

調査時間 9：15～9：50 10：00～10：50 11：00～11：55 

カワラノギク  

見つからず 

 

 

見つからず 

 

見つからず 

カワラハハコ  

下流部に数株 

飛び飛びに数株 

（下流側には１００株

以上の群落） 

 

見つからず 

カワラヨモギ  

見つからず 

 

 

見つからず 

 

見つからず 

カワラニガナ １００株程の群落 

（数十株の群落が数箇

所） 

２０株程の群落が 

２箇所 

 

見つからず 

主な植物 コセンダングサ、オオアレチ

ノギク、ヒメムカシヨモギ、

ツルヨシ、コマツヨイグサ、

メマツヨイグサ、ノコンギク、

セイタカアワダチソウ 

コセンダングサ、オオアレチ

ノギク、アキノノゲシ、テリ

ハノイバラ、オノエヤナギ、

イヌコリヤナギ、タチヤナギ、

ネコヤナギ 

ツルヨシ、コセンダングサ、

ハルタデ、タチヤナギ、アカ

バナ、コマツヨイグサ、イヌ

スギナ、セイタカアワダチソ

ウ 

河原の状況 コセンダングサが優占。オオ

アレチノギク、ヒメムカシヨ

モギなどの帰化植物も多い。 

土手に近い所はツルヨシ群

落、真中の高台はアカメガシ

ワやネムノキの高木とヤナギ

類にススキ、セイタカアワダ

チソウなどが混じっている。 

安定している所はニセアカシ

ヤやツルヨシ、ススキ、セイ

タカアワダチソウ、冠水した

所はタデ類が多い。 

 

  （キ） まとめ  カワラノギク、カワラヨモギは見つからなかったが、カワラハハコ、カワ

ラニガナは生育していたので、環境的にはカワラノギク、カワラヨモギもあ

ってもおかしくはない。ただし、調査地点全て安定化が進んでおり、石のゴ

ロゴロしている場所は少ない。 

 

 

 

 

 
               確認された“カワラハハコ”→ 
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  ウ 第３回植物調査部会 

  （ア）形 式  会議 

  （イ）日 時  平成１６年２月２９日（日） 

  （ウ）場 所  職員研修所 大研修室 

  （エ）参加者  観察員 名 

          事務局２名 内田、小泉 

  （オ）内 容  平成１６年度の事業計画について 

 

  エ 第４回植物調査部会（観察会） 

  （ア）形 式  観察会を予定しておりましたが、雨天等により中止となりました。 

  （イ）日 時  平成１６年３月２３日（火）午前１０時から正午（予定） 

  （ウ）場 所  鵜野森地区 

  （オ）内 容  平成１６年度の事業計画を立案するための事前学習会（観察会）を行う予定 

          でした。 

  オ 部会報の発行 

    １０月に部会報を発行した。 

 

 

 ４．３ 湧水調査部会 

  

 （１）設置目的 

    相模川をはじめとする河川と段丘崖に点在する湧水は、相模原市の代表的な自然環境とい

えます。河川や湧水の水質・水量を維持し、生態系の保全を図りながら、将来世代に豊かな

水辺を引き継ぐことは我々の責務です。 

    そのため、相模原市環境基本計画においては、湧水保全対策として、重点施策に「自然環

境観察員と連携して、湧水の監視を行います。」という取り組みを掲げました。この取り組み

を推し進め、湧水の継続的な調査を実施するため、湧水調査部会を設置しました。 

 

 （２）調査概要 

    湧水調査部会では、相模原市が平成１０年度に実施した「相模原市自然環境基礎調査」の

湧水調査において、詳細調査を行った市内３０地点の湧水を対象に、その現況を調査し変化

を捉え、今後の保全策を検討する資料を提供します。 

 

◇詳細調査地点の選定◇ 

  相模原市の地形は「相模原台地」と「相模川低地」の２つに大きく分けられる。このう

ち、台地はローム層が厚いため地下水位も低く、湧水の噴出はほとんど見られない。一方、

相模川に並行して、段丘崖は２段に分けられる。この段丘崖には良好な斜面林が残されて

おり、湧水も多数保全されている。このため、調査地点は今後の湧水の保全が必要と考え

られる相模川の段丘崖に見られる湧水の中から、湧水量や周辺環境、地域のバランスを考

慮して選定した。詳細調査地点は、予備踏査の結果を考慮し、３０地点を選定した。 

 

「相模原市自然環境基礎調査 報告書」（平成１３年）から 
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 （３）調査方法 

    調査方法については、調査結果の比較が容易にできるよう自然環境基礎調査の調査方法に

できる限り近づけることとしました。主な変更点は、自然環境基礎調査で行ったＢＯＤの調

査は結果が判明するまでに時間がかかり市民参加での調査には適さないため、ＣＯＤに変更

した。 

 

概 要 

項 目 湧水調査部会調査 

（平成１４年度～） 

自然環境基礎調査 

（平成１０年度） 

１ 調査時期 豊水期（９月下旬）と渇水期（１月下旬）の年２回 

２ 調査箇所 ３０箇所を４年で実施 ３０箇所を１年で実施 

３ 水質調査 

（１）水質調査項目 

 ①水温 

 ②溶存酸素量（DO） 

 ③水素イオン濃度（pH） 

 ④電気伝導率（EC） 

 ⑤化学的酸素要求量（COD） 

 ⑥湧水量 

（１）水質調査項目 

 ①水温 

 ②溶存酸素量（DO） 

 ③水素イオン濃度（pH） 

 ④電気伝導率（EC） 

 ⑤生物化学的酸素要求量（BOD） 

 ⑥湧水量  

４ 植物調査 

（１）時期 

  豊水期調査及び渇水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水周辺の植物について、成育種の確

認、群落の大きさ、生育状況などを記録

した。 

（１）時期 

  夏期植生調査時に実施。 

（２）方法 

  湧水周辺の植物について、成育種の

確認、群落の大きさ、生育状況などを

記録した。 

５ 水生生物 

調査 

（１）時期 

  豊水期調査及び渇水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水地及びこれに続く水路、湿性地を

対象として水生動物の確認を行う。（定量

時間３０分程度の任意採集した。） 

（１）時期 

  豊水期調査と同期日。 

（２）方法 

  湧水地及びこれに続く水路、湿性地 

を対象として水生動物の確認を行っ 

た。（サーバーネット及びタモ網を用 

い、定量時間３０分の任意採集した。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                               湧水調査風景 

 

 

 

 

 



 36

 （４）活動報告 

  ア 第１回湧水調査（豊水期） 

  （ア）日 時  平成１５年９月２８日（日）午前９時～午後４時１５分 

  （イ）場 所  緑化センター裏から勝坂遺跡まで(八瀬川、道保川、鳩川沿いの湧水８地点) 

  （ウ）参加者  観察員１６名 

          事務局 ４名 内田、小泉、小林、守屋（市立博物館） 

  （エ）結 果  参加者１６名を「水質調査班」、「植物調査班」、「水生生物調査班」の３班に

分け定められた調査方法に従い調査を行った。 

 

  イ 第２回湧水調査（渇水期） 

  （ア）日 時  平成１６年１月２５日（日）午前９時～ 

  （イ）場 所  緑化センター裏から勝坂遺跡まで(八瀬川、道保川、鳩川沿いの湧水８地点) 

  （ウ）参加者  観察員 １２名 

          事務局 ３名 内田、小泉、小林 

  （エ）結 果  参加者１２名を「水質調査班」、「植物調査班」、「水生生物調査班」の３班に

分け定められた調査方法に従い調査を行った。 

          午後は麻溝公民館でまとめを行った。 

  ウ 部会報の発行 

     １０月に部会報を発行した。 

 

  エ 湧水台帳の発行 

     ３月に相模原市湧水台帳（第２期）を発行した。 

 

 （５）調査結果－地点評価－ 

 

No 
名 称 湧水量 水 質 

植 生 

環 境 

水 生 

動物相 
管 理 総 評 変 化 

9 麻溝台 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ ◎  

10 相模ヶ丘病院下 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ ◎  

11 大下坂下 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ △  

12 相陽中学校裏 Ｃ Ｃ Ｂ Ａ Ａ △  

13 勝坂遺跡（有賀谷） Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ ◎  

14 相愛病院 Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｃ △  

15 当麻山公園 Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ａ △  

16 緑化センター裏 Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｃ △  

   ※No.1～8は平成１４年度調査。 
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第３章 かんきょう学習セミナー 

 

 １ かんきょう学習セミナー 

 

 １．１ 第１回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１５年４月２０日（日）  

午前９時３０分～１１時４５分 

  場 所  相模原市総合学習センター大会議室 

  参加者  ６１名 

 

    （１）自然環境観察員制度について 

      本制度の目的や意義などについて、相模原市から説明を行った。 

    （２）第１回身近な生きもの調査について 

      観察員さん個々が調査する担当メッシュを確認し、調査の手引きにそって調査方法の

説明、質疑応答を行いました。今回は、調査対象種の野鳥の「写真」を見ながら「鳴き

声」のテープを聴き、間違えやすい種との見分け方などを説明しました。 

      調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」をご参照ください。 

    （３）自主テーマ調査について 

      自主テーマ調査の用紙を配布し、自主テーマ調査の目的について、相模原市から説明

しました。 

    （４）専門部会調査について 

      部会の目的や設置・運営について相模原市から説明を行い、既存の「植物調査部会」

と「湧水調査部会」への募集を行いました。また、新たな専門部会は設立されませんで

した。 

    （５）任意参加調査について 

      今年度から新たな調査区分として新設したので相模原市から説明を行った。 

    （６）その他 

      ① 主体的な活動を行うため「リーダー連絡会」を発足すると相模原市から提案した。 

      ② 相模原市が主催する「さがみはら環境フォーラム２００３」へ、自然環境観察員

の活動成果の発表を依頼し、小林義博氏が発表することになった。 

      ③ 相模原市自然環境観察員制度から「相模原市環境審議会」の委員の選出を依頼し、

観察員制度から早戸正広氏が、学識経験者として辻野泰子氏が審議会委員に推薦さ

れました。 

 

 １．２ 第２回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１５年８月３０日（土）  

午前９時３０分～１１時１５分 

  場 所  相模原市総合学習センターセミナールーム 

  参加者  ４１名 

  講 師  アジア航測㈱ 藤田 真宗 氏 

 

    （１）帰化植物について 

      講師により、帰化植物についての基礎知識や、 

現状の課題などを学習しました。 

    （２）第２回身近な生きもの調査について 

      観察員さん個々が調査する担当メッシュを確認し、調査の手引きにそって調査方法の

説明、質疑応答を行いました。調査対象種の見本を実際にみて、講師から間違いやすい

種との見分け方の説明を受けました。 

調査の詳細は、資料編の「１．調査の手引き」をご参照ください。 
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    （３）野外講習 

      総合学習センター周辺にて、調査対象種の調査確認を行いました。 

 

 １．３ 第３回かんきょう学習セミナー 

  日 時  平成１６年２月１日（日） 午前９時３０分～１１時３０分 

  場 所  相模原市総合学習センターセミナールーム 

  参加者  ２３名 

 

    （１）平成１５年度調査結果について 

      ア 全体テーマ調査結果報告・質疑応答 

        野鳥の調査と帰化植物分布調査の結果について報告しました。 

        説明資料は、本編第２章に掲載されています。 

      イ 専門部会調査結果報告・質疑応答 

        植物調査部会と、湧水調査部会の調査結果報告と、平成１６年度の調査予定につ

いて説明しました。 

      ウ 自主テーマ調査について 

        現在の報告件数と内容を一覧で報告しました。 

      エ 任意参加調査結果報告・質疑応答 

        今年度からはじめた任意調査の結果について報告しました。 

    （２）平成１６年度活動に向けて 

      平成１６年度の全体テーマ調査について、観察員さんからご意見が出されました。 

本日出された意見を企画会議に反映し、検討することになりました。 
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 ２ リーダー講習会 

    ◇リーダー講習会について 

      リーダー講習会は、平成１５年度からの観察員さんを主体とした運営への移行に向け

て、平成１４年度から、その気運を高め、企画・運営までのお手伝いを頂く人材の発掘

を目的に開催されているもので、今年度は２回開催しました。 

 

 ２．１ 第１回リーダー講習会 

  日 時  平成１５年１１月３０日（日） 午前９時～正午 

  場 所  職員研修所 大研修室 

  参加者  １６名 

  講 師  相模原市生涯学習部生涯学習課文化財保護室 木村知之氏 

 

   （１）講義 

      市文化財保護室木村知之氏を講師に迎え、「相模原の文化財－地域における文化財の意

味―」と題し、市内にある文化財、地域の文化という観点、自然と文化財などにについ

て講義していただきました。 

   （２）会議 

      観察員さんが主体となった企画・運営に移行してきた今年度の活動について、話し合

いを行いました。具体的には、良かった点、課題となった点についてディスカッション

を行い、課題を整理して、今後の活動に反映させていくことを確認しました。 

   （３）施設見学 

      本制度には活動拠点（施設）がないため、 

気軽に集まれる場所の候補として「さがみは 

ら市民活動サポートセンター」の施設見学を 

行いました。 

 

サポートセンター職員の説明を聞く → 

参加者の皆さん 

 

 

 

 ２．２ 第２回リーダー講習会 

  日 時  平成１６年１月１８日（日） 午前９時～正午 

  場 所  大野台公民館／木もれびの森 

  参加者  １４名 

 

   （１）会議 

      観察員さんが主体となった企画・運営につい 

て具体的な内容を協議していきました。 

   （２）現地講習会 

      リーダー連絡会の西田和子氏を講師として、 

現地講習会を実施しました。 

 

 

 

                                 ↑現地講習会へ向かう前に、木もれび 

                                  の森調査の様子を説明する西田氏 
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第４章 企画会議 

 

 １ 企画会議 

 １．１ 第１回企画会議 

  日 時  平成１５年７月２０日（日） 

       午前９時３０分～１１時３０分 

  場 所  市役所会議室棟 

  参加者  ２２名 

  講 師  アジア航測㈱ 染矢 貴 氏 

  内 容  ・帰化植物について学習 

・第２回全体テーマ調査の対象種、 

調査手法の決定 

************************************************************************************** 

◎  秋の全体テーマ調査の実施内容を決定するにあたり貴重なご意見をいただきました。 

 

◇ 秋の全体調査（帰化植物の分布）の実施内容について ◇ 

○ 調査対象種を選定する場合、目的はどう設定するか。 

・ 帰化植物の問題点から目的を設定してはどうか。 

・ 貴重種 VS 帰化植物という設定で選出してはどうか。 

・ 類似種をやることは素人には勉強になるが、正確性の問題点がある。 

・ 都市開発などの影響も勘案すると、市街地、農地、など環境の変化を問う選定をした方がいいのでは。 

○ 調査対象種 

・ ヒガンバナは素人にわかりやすい。 

・ ヒガンバナは人により植栽されていることが多く対象種に好ましくない。 

・ ヒガンバナは帰化植物ではない。（染矢氏） 

・ 花をつける種類はわかりやすいのでは。 

・ 背丈が高くなる種は草刈などで刈られています。 

・ 素人がみてもわかるものにしてほしい。 

○ 調査範囲 

・ 河川沿いなどを中心としたメッシュ調査にしてはどうか。 

・ 観察員全員の意見の中には昨年もそうだったが、全域をやる重労働はしない方がいい意見もあった。 

・ やはり市内全域を調査対象とすべきである。 

○ 調査期間（９月から１０月まで）について 

・ 台風など気にして調査をする必要がある。 

○ 任意調査について 

・ 資料「帰化植物調査 候補種」一覧から全体調査の対象種に選ばれなかった種はすべて任意調査の対象と

してはどうか。 

・ 貴重種のリストがあれば任意に調査をしてもできるかも。 

◇ まとめ ◇ 

 ・ 様々な意見が出されたが、事務局側からは３から５種程度の種類を選出したい提案を行い、事務局内田及び

アドバイザー染矢氏とディスカッションしながら協議を重ね、わかりやすいもの、経年変化を捉える目的でふ

さわしいものなどの観点から、１案として「アレチウリ」と「ヨウシュヤマゴボウ」と「ワルナスビ」の組合

せ、２案として「コマツヨイグサ」と「メマツヨイグサ」の組合せ、３案として「アメリカセンダングサ」と

「コセンダングサ」の組合せが候補に絞られ、結果的に、１案と２案の計５種を調査対象種とすることに決定

した。 

 ・ 調査の範囲は市内全域で実施する意見が多数を占めたため、春の調査同様全域メッシュを実施することとな

った。 

**************************************************************************************** 
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 １．２ 第２回企画会議 

  日 時  平成１６年２月２９日（日） 

       午前９時～１１時 

  場 所  職員研修所 大研修室 

  参加者  １６名 

  内 容  平成１６年度第１回全体テーマ調査の対象種、手法の話し合い等 

*************************************************************************************** 

◎ １６年度の全体テーマ調査の実施内容を決定するにあたり貴重なご意見をいただきました。 

 紙面の都合によりまとめを掲載します。 

◇ １６年度全体テーマ調査の実施内容について ◇ 

○ 調査について 

・ 調査の目的を定めてから候補を挙げていくべきだ。 

・ 市内全域でみられるものを条件とすべきだ。 

・ 植物から温暖化の指標を集めていくこともおもしろい。 

・ 都市化など、市街地、農地、など環境の変化を問う選定をした方がいいのでは。 

○ 出された調査対象候補 

・ チョウ 

アゲハ類、モンシロチョウ、シジミチョウ類など、温暖化の影響や、都市化の指標性を調査。 

・ トンボ 

   市内にもたくさん生息していると思われるが、都市部では探すのは大変だ。 

・ 鳴く虫 

   クツワムシ、カンタン、キリギリス、コオロギなど。 

・ クモ類 

   オニグモ、ジョウログモなど。 

・ 秋の七草 

   ススキは過去に調査済みなので、「新 秋の七草」といった内容でどうか。 

・ 木と実 

   街路樹マップなどを関連付けて調査するとおもしろい。 

・ 実 

   赤い実など調査事例もあるが、調査目的がはっきりしない。色々調べてからか。 

◇ まとめ ◇ 

 ・ 第１回全体テーマ調査は、候補例の中では比較的わかりやすい「チョウ」に決定した。調査期間は４月の終

わり頃から６月上旬頃で、同定が難しい場合が予想されるので記録しやすいような工夫をすることにした。な

お、観察員さんの中からチョウのチーフを選出いただき、運営にご協力いただくことになりました。 

 ・ 第２回全体テーマ調査は、「植物」に決定し、詳細は６月頃に企画会議を開催し決定していくが、「新 秋の

七草」を中心に企画していくことにしました。 

**************************************************************************************** 

 

 

   日頃の活動内容を発表日頃の活動内容を発表日頃の活動内容を発表日頃の活動内容を発表    ～さがみはら環境フォーラム２００３～～さがみはら環境フォーラム２００３～～さがみはら環境フォーラム２００３～～さがみはら環境フォーラム２００３～    

    

  平成１５年６月８日（日）、あじさい会館で行われた「さがみはら環境フォーラム２００３」 

 において、相模原市自然環境観察員による活動発表会（第１部）が行われました。 

  フォーラムは、６月５日の環境の日を中心に行われる環境月間事業の一環として、市民への 

 環境問題への理解や環境保全行動のきっかけとなるよう実施しているもので、観察員を代表し 

 て、小林義博氏による水生生物からみた河川の状況についてのお話しを約２０分実施しました。

入場者数は２４０人でした。 

 




























































